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あゆみ保育園 園長：江郷勝哉  担当：中村さちほ  

 

 少しずつ寒さの和らぎを感じられるようになり、春の訪れが近

づいているようです。ぺんぎんさん、ひよこさんの移行を終え、

新年度に向けて新しい生活が始まりましたね。慣れない場所で、

新しい生活の流れを覚えようと頑張っているお子様たちです。ひ

よこさんが移行してきたことにより、あひるさんの成長も大きく

感じられます。今まで先生やぺんぎんさんに助けてもらっていた

身の回りの事を自分で取り組み、更にひよこさんのお手伝いもし

てくれる姿が見られ、頼りになるお兄さんお姉さんといった様子

です。ひよこさんからぺんぎんさんまでどのお子様も、保育園で

の新しい生活に一生懸命取り組み、お家では疲れたり甘えたりす

る姿が見られるかもしれませんが、受け止めて頂ければと思いま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆１歳になりました☆ 

ひよこのおともだち 

 

～失敗をたくさんさせよう！～ 

☆間違っていても直さない 

☆やめる寸前に声をかける 

 

子どもが何かしている時に間違っていると、親はつい教えて

しまいます。教えないで子どもが気付くまで待つ、というのは

なかなか難しいものです。でも、子どもは失敗から本当に多く

の事を学びます。例えば 10 ピースのパズル。4 ピース目で間

違えた子に「ここ違うよ。こっちだよ」と教えてあげれば、確

かに早く正確にできるでしょう。でもそのために、試行錯誤す

る機会が失われてしまいます。何も言わずに見ていると、9 ピ

ース目で、あれ、はまらない…。そんな時、子どもの頭はフル

回転します。どこが違うのだろう、ここを変えてみようか、な

ど。もし子どもがイライラしだして、やめようとしたなら、そ

の寸前に 

「どうしたの？」 

と声を掛けます。そして子どもが「分からないから、教えて」

と言ってきたら、その時初めて教えるのです。その時もただ正

解を教えるのではなく、 

「やってみて。分からないところだけ教えるから」 

と言います。そうすると、子どもは「ここが分からない」とい

うことを自分で納得することができます。勉強の心得に「『分か

らないところ』が分かる、ということが大切」ということがあ

りますが、小さい頃の失敗の積み重ねが「分からないところが

分かる子ども」つまり勉強が得意な子どもへとつながっていく

のです。 

１まずは見守る  ２失敗させる 

３イライラしたら声を掛ける  ４聞かれたら教える 

このステップを踏むようにしたいですね。 

～モンテッソーリ流「自分でできる子」の育て方 日本実業出版社 より～ 

保育園の行事や生活の様子が、あゆみ保育園のホームペー

ジやブログ「あゆみっこ」で公開されております。 

ぜひご覧ください。また、ご都合の悪い写真や文言等ござ

いましたらお申し出ください。削除いたします。 

あゆみ保育園のホームページ URL 

>>>http://www.ayumihoikuen.jp/ 

あゆみ保育園のメールアドレス 

>>>ayumi@ayumi-h.sakura.ne.jp 

  

乳児クラスだよりは園のホームページでも見られます。ぜ

ひご活用ください。 

 

 

○進級に向けた購入品や物品のご用意はお済でしょうか？準

備ができ次第お持ち下さい。使用していきます。 

○降園時の園庭遊びはご遠慮ください。特に、ご兄弟のお迎え

で保護者が離れている時はとても危険です。テラスに座って待

ってもらうようにお声掛け下さい。お友だちが遊んでいると他

のお子様もつられてしまいます。皆さんで協力していきましょ

う。 

〇新年度に向け、衣服や持ち物の記名確認をお願いします。 

 薄くなっているものにははっきりと記名、新しく用意して頂

いたものにも忘れずに記名をお願いします。 

頂き物の衣類への記名がされておらず、持ち主が分からなく

なることがあります。頂き物の衣服・きょうだいのお下がり

にも、必ず記名をお願い致します。 

○年度末となりますので、エプロン・おしぼり・タオルの確認

をしていただき、汚れがひどく、不衛生な物は取り替えて頂

くようお願い致します。 

○エプロンのゴムの確認をお願いします。特にひよこさんは、

自分で着脱を行うようになってきましたので、きついと自分

で付けることができませんのでご協力お願い致します。長く

延びてしまったゴムの取り換えもお願いします。 

○あひるさんは、３月よりエプロンを使用しなくなります。た

だしメニューによっては使用する日もありますので、１枚だ

け黄色い引き出しに入れておいて下さい。 

 

 

http://www.ayumihoikuen.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月中旬にぺんぎんさんが幼児クラスへ移行し、１週間

ほど、あひるさんのお子様のみでの生活となりました。縦

割りクラスで生活する中で、ぺんぎんさんを見て身に付い

たことがたくさんあり、今はその姿を存分に発揮してくれ

ています！おしぼりの準備やランチョンマットの準備、朝

のお仕事を終えると椅子を運ぶお手伝いをしてくれ、保育

士はとても助かっています♪言わずとも見て吸収し、縦割

りの良さを強く感じられる１週間でした。お手伝いが大好

きなあひるさんですので、おうちでも何かお子様たちに出

来るお手伝いを頼んでみてはいかがでしょうか(^^)お子様

の自信に繋がるだけではなく、お子様とじっくり遊ぶ時間

を取ってあげられなくても、親子での時間を多く過ごすこ

とができますね♪ 

身の回りの事にも積極的に取り組むことができるあひる

さんたちなので、着脱や排泄も早くも『自立』に向かうこ

とができています！おうちでは甘えたいことがたくさんだ

と思いますが、保育園では自分で頑張り取り組めています

のでその姿を褒め、伸ばしていきたいと思います。 

 あひるさんのみで生活したあとは、いよいよひよこさん

が移行してきました。３期に入ってから少しずつ関りが増

えてきたひよこさんを、快く迎え入れてくれたあひるさん

たち。お友達同士で遊ぶときとは違い、丁寧に、優しく関

わろうとしてくれる姿に大きな成長を感じられました。担

任が見つからなくて泣いてしまっているひよこさんを心配

そうに見つめ、おもちゃをそっと渡してくれたり、まだ引

き出しがわからないひよこさんの代わりに洋服を出してく

れたり、『お兄さん・お姉さん』として毎日頑張ってくれて

います！ 

 今年度も残すところ 1 か月となりましたが、年度の締め

くくりの月ですので、最後までどうぞよろしくお願いしま

す。また、保護者の方には様々なご協力をして頂きまして、

ありがとうございました。 

 

 

 今年度も最後の月となりました。４月から数名ずつあゆ

み保育園に集まってくれたお子様たち。“赤ちゃん”だった

姿が懐かしい程、それぞれにいろんなことができるように

なり、IC さんらしく成長したひよこさんです♪『自分で』

という気持ちも育ち、身の回りの事にも興味を持って取り

組んでいます。また、大きいお友だちは小さいお友だちを

可愛がっておもちゃを渡してくれたり、お友だちが泣いて

いると気に掛けて隣に座ったり頭を撫でてくれたり、自然

と優しくできる姿が見られるようになりました。子ども同

士のやり取りで素敵な場面がたくさん見られ、社会性の育

ちを感じます。 

２月下旬には９名のお友だちが IC さんに移行しました。

いつも一緒だった仲良しのお友だちがそれぞれのグループ

に分かれ、不安や寂しさがあるかなと思っていた担任です

が、いざ移行してみたら初日から馴染んで、新しいおもち

ゃやあひるさんの遊びに刺激を受け、楽しんでいるお子様

ばかりです。生活の流れや身の回りのことは、あひるさん

のお兄さんお姉さんに助けてもらいながら、一生懸命取り

組んでいます。今は自立に向って頑張っていますが、少し

疲れてくると不安定な面も見られるかと思います。その際

はご家庭でもお子さまの様子を受け止めてあげてくださ

い。保育園では、新年度前のゆっくりとした時間を楽しく

過ごしていきたいと思います。 

ひよこさんのお部屋に残った３名のお友だちは、急に静

かになったお部屋に少々寂しさを感じますが、それぞれの

生活リズムに合わせて欲求を十分に満たし、広くなったお

部屋で身体をたくさん動かして遊んでいます。園庭ではＩ

Ｃさんの遊びを見たり可愛がってもらったりして、たくさ

んの刺激を受けています。これからものびのび過ごしてい

きたいと思います。 

 

３月の保育目標 

〇暖かい日は、戸外に出て外気に触れながら、散歩を楽し

みます。 

〇進級に向けて新しいお部屋での生活に慣れていきます。 

○保育者の仲立ちによって友だちと進んで触れ合います。 

 

３月の保育目標 

○基本的な生活習慣をしっかり身につけ、進級に向け、 

出来る事を積極的に行っていきます。 

○異年齢で一緒に活動することを楽しんだり、自分の気持

ちを言葉や態度で伝えられるようにします。 

 

ひよこ 

 一年で心も身体も大きく成

長したひよこさん。一緒にたく

さん笑って、感動して、一つひ

とつの喜びを共有でき、毎日幸

せで、可愛らしさにたくさん癒

されました♡一年間ありがと

うございました。 

山口･村山･廻田･中村 

ちゅーりっぷ 

日々の生活の中で培った経

験がお子様たちの自信に繋が

り、「ひとりでできる！」と頑

張っています。そんな姿を見

ていると私たちも「頑張れ！」

と応援したくなる日々でし

た。一年間ありがとうござい

ました。    小栁・杉山 

たんぽぽ 

 一生懸命頑張ろうとしてい

る姿を見て「すごいな～えら

いな～」と感動することも多

く楽しく過ごさせていただき

ました。保護者の方には色々

とご協力頂き感謝しておりま

す。ありがとうございました。       

佐藤(陽)・榎田 

  

 

 

すみれ 

個性豊かな１４名のお友達と

過ごした日々は、本当に笑いが絶

えず、楽しい毎日でした！食べる

ことが大好きでスープのおかわ

りもきれいになくなることの多

かったすみれさん。楽しい１年間

をありがとうございました。 

山田・庭山・森田 


